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学友会の活動・運営をお知らせする広報紙

本学全ての学生・教職員が会員となり、サークル活動、大学祭、新入生歓迎行事、教職員スポーツ大会などに対する支援を行っています。

P.1 P.2
●奇術部 堀山大樹（工学部2年）
●美術部 山内直子（文学部2年）
●実行委員 斎藤佳乃（文化部常任委員、農学部3年）
●実行委員 水内勇（文化部常任委員、理学部3年）

P.3
●体育部常任委員長 第51回全国七大学総合体育大会実行委員
　門脇恵利香（文学部3年）
●陸上競技部男子 藤井翼（工学部4年）
●卓球部女子 伊藤史織（薬学部2年）

P.4
●学友会全学協議会からのお知らせ
●東北大学新聞400号！
●学友会カレンダー
●第2回東北大学基金課外活動奨励賞募集のご案内

特集 七大戦閉幕
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　7 月末に行われた第 35 回鳥人間コンテスト選手権大会におい
て、「東北大学Windnauts」が 2 連覇を飾りました。
Windnauts が出場したのは人力プロペラ機ディスタンス部門
で、この部門の最長記録である 36km（第 32 回大会）も
Windnauts が保持しています。
――大学ごとで機体の設計思想はありますか？
小田：もちろんあります。同じ大学でも世代ごとの違いもあり
ます。昨年、フライト中に１回転してしまったことがあったので、
今年は機動性を重視して翼を短くする工夫をしました。ただパ
イロットにとっては常に操縦桿に気を配らなければいけなくな
るという難点もありました。
郷内：人力飛行機という分野が変わった分野なので、本などではわ
かりづらいことも多いです。そういったところは経験のある先輩に
聞くなどして取り組んでいます。｠
――昨年の優勝以来、全国区でさらに有名になり、プレッシャー
は大きかったのではないですか？
郷内：昨年の大会で与えたインパクトの大きさは確かに感じて
いました。ただチームの仲間を信じることで乗り越えることが
できました。このメンバーなら勝てる！という自信を以て臨め
ていた事が大きいと思います。
谷口：昨年のパイロットの中村さんからメッセージをいただい

ていました。自分がプレッシャーでフライトを楽しみきれなかっ
たから、楽しんで来い、と言われていました。｠
―前日に機体が故障するトラブルがありましたが、どのように
乗り越えましたか？
郷内：前日に機体の操縦系統を調整している際に突風が吹いて
尾翼がまるごと折れてしまいました。そこから直ぐに修理に取
り掛かりました。OB にノウハウを聞いたり、他大学の友人に道
具を借りるなどして、深夜まで作業しました。翌朝も早くから
作業し、ぎりぎり間に合いました。
―優勝を決めた時、どんなことを思いましたか？
郷内：大会前までは大きなプレッシャーは感じていなかったん
ですが、当日になると吐きそうになるくらい緊張してしまいま
した。フライト中も緊張は続いていましたが、日本大学を抜い
て 1位になることが決まった時にようやくほっと出来ました。
谷口：ずっと緊張は続いていましたが、いざとなると気持ちを
切り替えて飛ぶことができました。暫定 1 位だった日本大学の
記録を超えた時には安心感がありました。ただ、目標だった
40kmに達することができなかったことに悔しさが残ります。
小田：プラットホームから飛び出す時までは不安がありました
が、綺麗に飛び出すことができたあとは勝てる！と自信をもて
ました。コースも向かい風を受けた中で柔軟に変更して優勝に
結びつけることができたと思います。
郷内：今年から学友会正規団体に加盟し、今までの立場とは変
わることで、より多くのチャレンジが出来るんじゃないか、と
考えています。来年以降も、記録と記憶に残るフライトができ
るよう、部員一丸となっ
て努力していきたいと思
いますので、応援よろし
くお願いします。
――ありがとうございま
した。来年も期待してい
ます！

Ｗｉｎｄｎａｕｔｓ（人力飛行部）鳥人間コンテスト２連覇記念インタビュー

学友会

左：郷内稔也（部長、工学部3年）、中：谷口周平（パイロット、工学部3年）、右：小田信太郎（技術部門、工学部3年）
インタビュー：報道部　久保木達朗（経済学部3年）

秋の文化フェスティバル特集
●Windnauts（人力
飛行部）鳥人間コン
テスト２連覇記念イ
ンタビュー
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（文化部常任委員
  農学部 3年 ）

（文化部常任委員
  理学部 3年 ）

部部化化 C U L T U R E

堀山大樹（工学部2年 ）

　ホームカミングデーという記念すべき日に発表の場をい
ただけたことを大変うれしく思います。
　我々学友会奇術部の精鋭メンバーで構成するステージで
す。OB・OGの皆さまに楽しんでいただければ幸いです。
　今回の発表のほか、私たちは毎年12月に定期奇術発表会
を開いております。今年は12月27日に青年文化センターに
て第52回発表会を行います。
　今回のステージの演者を
はじめ、多くの部員が長い時
間をかけて準備してきた発表
会です。こちらの発表会も、
ぜひ見にいらしてください。

　文化フェスティバルは学友会美術部の作品を同窓生の
ほかＯＢ・ＯＧの皆様など、多くの方々にご覧いただける
よい機会です。昨年は私も鑑賞する側でしたが、今年は部
員として参加できることを嬉しく思います。
　準備には、大学職員の方々の支援や、文化部常任委員
の皆さんのフォローなど多くの方のご協力がなければ進
めることができませんでし
た。本当に感謝していま
す。萩ホールにて美術部員
による個性豊かな作品を展
示しておりますのでどうぞ
ご覧ください。

斎藤佳乃 水内勇
　水内くんと共に、ホームカミング
デー・秋の文化フェスティバルの実行
委員を務めてきました。文化フェス
ティバルは、普段は交わる機会が少な

いサークル同士が協力して、一日のステージを作り上げ
る、とっても貴重でお得な一日だと思います！私自身、当
日は一人の観客として楽しみたいと思います！
　主に私が担当した展示の部には、写真部、書道部、美術部
の三団体が参加しますが、どれも展覧会以外ではなかなか
見ることのできない作品が、一同に鑑賞できます。この日
は、製作者による作品解説（マイクパフォーマンス）も行わ
れ、製作者の生の声を聞くことができます。皆様からの質
問・疑問も受け付けますので、ぜひ足を止めてください。
　文化フェスティバル以外でも、この三団体は萩ホール
一階にて10月1日から長期展示も行なっております。是非
こちらもご覧ください。
　それでは秋の文化フェスティバルで“芸術の秋”を感じ
てみてください！

　私たち実行委員が準備してきました
「秋の文化フェスティバル」は、普段互
いに接する機会の少ないサークルが結
集し、一つのステージをつくろうとい

う企画で、萩ホールの世界有数の音響効果を誇る“ロ
ビー”を使用しての、ロビーパフォーマンスの部、相方の
佳乃さんが担当する展示の部などがあります。
　さて、今回の文化フェスティバルですが、新たに二つの
団体に出演していただけることになりました！本学OB・
OGの方々による日本舞踊と、軽音楽部モダンジャズ研究
会の皆さんです。前者はホール発表の最後、後者はロビー
パフォーマンスの第一部トリに登場します。皆様お楽しみ
に！これだけの企画なのに入場はなんとタダ！これは行く
しかない！！
　最後に、来年度以降の文化フェスティバルの運営に興
味がある方、ステージの裏側を知りたい方は文化部常任
委員会まで是非お越しください。

　ホームカミングデーと同日に川内萩ホールで開催されます「秋の文化フェスティバル」に出演するサークル、開催を陰で支える実行委
員の皆さんをほんの一部ではございますが、ご紹介いたします。
　ご来場のＯＢ・ＯＧの皆様、私たちの日ごろの成果をぜひご覧ください！

秋の文化フェスティバル特集

参加団体からメッセージ

実行委員からメッセージ

奇術部 山内直子（文学部2年 ）美術部
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藤井翼（工学部4年） 伊藤史織（薬学部2年）陸上競技部男子「優勝」へのこだわり

九州大学主管の下、第51回目を迎えた七大戦は、一日目の
棒高跳びで優勝し、二日目も3000scで1、2位を独占し、前半
に大量得点を取ることができましたが、他の大学も負けじと中
盤に点を伸ばす展開となりました。拮抗した状態で迎えた三段
跳びとハンマー投げでも意地を見せ、2位の京都大学とわずか
2.5点差と近年稀にみる僅差で優勝を勝ち取りました。
藤井前主将を始めとし、全員が最後まで『優勝』にこだわり諦

めなかったことが勝因だと感じました。大きな舞台できちんと
結果を残すという大変な事をできた部員が極めて多かったとい
うことです。自分自身、優勝した瞬間は今まで経験したことの
無い程の感動
を味わいまし
た。来年も先輩
方が残し教えて
くれた事を生か
し『優勝』にこだ
わって行こうと
思います。

卓球部女子部員全員で掴んだ二連覇

今回の七大戦は、昨年の主力だった先輩方が抜けてしまった
ため、とても厳しい戦いとなりました。初日で京都大学との試
合で勝ちを逃してしまい、後は１試合も負けられないという崖っ
ぷち状況となりました。日ごろから、部員一丸となって切磋琢
磨し、磨いてきた実力を出し切り、大阪大学や、優勝候補であっ
た九州大学に競り勝ち、二連覇を勝ち取ることができました。
試合に臨んだレギュラーだけでなく、ベンチの精一杯応援も
あっての、まさに全員で勝ち取った優勝でした。
来年は三連覇できるように、部員一同頑張っていきたいと思

います。応援よろしくお願いします。

　9 月 22 日、九州大学箱崎キャンパスにおいて、第 51
回七大戦（全国七大学総合体育大会）の閉会式が開催さ
れ、約10か月に及ぶ長い戦いが終了しました。今年は男
子バスケットボール、男子陸上、男子バレーボール、女
子ソフトテニス、女子卓球の５つの競技が優勝するなど、
健闘しましたが、東京大学が総合優勝、東北大学は 5 位
という結果でした。
　この七大戦は、毎年、全国の七大学を舞台に他大学の
選手を相手に競い合うとともに、普段はあまり関わりの
ない部同士が一丸となり、総合優勝という目標を共有す
ることで、親交を深めることができる貴重な機会です。
また、運営についても、学生による自主運営が行われて
おり、運営に関わった私たちも一つのことを成し遂げた
という喜びを実感することができました。 そして、今大
会を通して、選手全員がそれぞれ悔いのないようにベス
トを尽くし、七大戦という大会を盛り上げることができ
たと思います。 
　12月からは、大阪大学で第52回大会の冬季競技が始
まります。この大会でも、選手一同一丸となって、大会に
臨みますので、皆様引き続き応援よろしくお願いします。
　一部ではありますが、今年活躍しました部の方からメッ
セージをいただきましたので、ご紹介したいと思います。 

七大戦閉幕
体育部常任委員長、第51回全国七大学総合体育大会実行委員
門脇恵利香（文学部3年）

特 集
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4日 男声合唱部 名取混声合唱団第12回定期演奏会賛助出演
名取市文化会館

24日 茶道部 定例茶会 輪王寺
17日 応援団 深夜マラソン 川内キャンパス周辺

6日 105周年ホームカミングデー
秋の文化フェスティバル 川内萩ホール

10月

下旬 演劇部 晩秋公演「あゆみ」 片平キャンパス第6ホール

2～4日 ’12東北大学祭
テーマ「Move To Move」 川内北キャンパス

11月
24日 マンドリン楽部 第47回定期演奏会　

川内萩ホール　13:00開場　13：30開演

27日 奇術部 第52回定期奇術発表会 青年文化センター
下旬 演劇部 クリスマス公演「曲がれ！スプーン」　

片平キャンパス内第6ホール

15～16日 体育部 L.A.（リーダーズアッセンブリー）　
川渡共同セミナーセンター

11～16日 写真部 12月展 宮城県美術館市民ホール

15日 混声合唱部 第53回定期演奏会　
川内萩ホール　15:30開場 　16:00開演

1日 男声合唱部 第60回定期演奏会
仙台市青年文化センター　13:30開場　14:00開演 
邦楽部 第57回定期演奏会
仙台市戦災復興記念館記念ホール　13：00開場 13：30開演 

12月

10～16日 美術部 後期展 仙台メディアテーク5階
1月

学友会ホームページ：
トップページから「教育・学生支援」→「学友会・サークル」の順にリンクをたどってください。

学友会では、いろいろなイベントが目白押しです。一般参加・観覧可能なイベントも多数ありますので、
学生、教職員の皆さまはもちろん、OB・OGの皆さまも是非足を運んでみてください！

　 の記載のあるものは応援団も参加する試合です。観戦に行って応援団と一緒に応援しましょう！
○１０～１２月　中旬　報道部　東北大学新聞発行予定（１０月は第４００号記念号）　

■  学友会費納入のお願い
０２２－７９５－３９８３（活動支援係：川内北キャンパス管理棟１階①番窓口）

学友会は皆さんの会費で支えられていますので、学友会費の納入にご協力をお願いします。
問い合わせ先

応

硬式野球部 仙台六大学野球（対宮教大戦） 東北福祉大球場 応
7日 硬式野球部 仙台六大学野球（対宮教大戦） 東北福祉大球場 応

27日 漕艇部 海上運動会 釜房湖

14日 アメリカンフットボール部
秋季東北リーグ（対北里大戦） 川内サッカー場 応

28日 アメリカンフットボール部
秋季東北リーグ（対仙台大戦） 宮城野原自転車競技場 応

学友会全学協議会からのお知らせ

東北大学新聞４００号！ 久保木達朗（経済学部3年）
　学友会報道部が発行する東北大学新聞が10月号で400号を迎えることになりました。ここまで継続できたのも紙面を多く
の方に読んでいただけたためであると、報道部一同感謝の気持ちでいっぱいです。この節目にあたり、東北大学新聞の沿革に
ついてまとめるほか、号数にちなんで『東北大生400人の夢』企画を掲載した記念号を発行いたします。また、1966年創刊号
からの紙面をアーカイブ化する計画なども進めています。今後とも「東北大学新聞」をよろしくお願いします！

祝！

第2回東北大学基金課外活動奨励賞募集のご案内
課外活動奨励賞は学友会所属団体で、課外活動で優秀な成績を収めたり、本学や地域社会に多大なる貢献をした団体に対し、
その成果等を表彰することにより、優れた課外活動を奨励し、指導的人材の養成及び社会貢献に資することを目的とする賞で、
全国大会等において優秀な成績を収めた団体（個人）、本学または地域社会の活動に特筆すべき貢献をした団体（個人）が対象
となります。応募の締切は10月26日（金）です。　
問い合わせ先　022－795－3983（活動支援係：川内北キャンパス管理棟１階①番窓口）

7月26日（木）に次のとおり承認されました。
・川内サークル会館の空き部室２部屋について、配分先団体が決まりました。
・平成24年度の各部の活動方針案が承認されました。
・平成23年度の収支決算及び平成24年度の予算案が承認されました。
・会員のうち、教職員の年会費を、一口千円以上とすることが承認されました。
・準加盟団体「Windnauts」（P1参照）について、体育部正規団体への加入が承認されました。




